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生活をよりよくしようと工夫する資質・能力を育むためには，日常生活の中から問題を見いだして課題を設定し，解
決方法を考え，計画，実践，評価・改善するという一連の学習過程の中で，生活の営みに係る見方・考え方を働かせた
り，実践的・体験的な活動をしたりする場を計画的に設定するなど，学習内容の充実を図ることが大切です。

生活をよりよくしようと工夫する資質・能力の育成を目指す題材構想のポイント

指導例 小学校第６学年 内容Ｂ 衣食住の生活 題材名「わが家のクリーン大作戦」 （６時間）

<題材の目標> 日常生活でよく使う場所の掃除を通して，住まいに関心をもち，工夫して身の回りを快適に整えるこ
とができるようにする。

視点の共有 実践的・体験的な活動の設定 家庭との連携 家庭での実践に向けた話合い

掃除の必要性を問うこ 学校や家庭での調査を生かしながら， 掃除が必要な 課題の解決に向けた掃除の方法
とで，児童から「健康な 汚れに適した掃除方法を試行させるなど 場所について， 等について「健康・快適・安全」
生活を送るため」，「気持 実践的・体験的な活動を設定し，汚れの 家族と検討する の視点から意見交流させ，身に付
ちよく生活するため」な 除去効果を実感できるようにします。 機会を設定する けた知識や技能を家庭で活用でき
どの発言を引き出し，題 ことで，家庭で るようにします。
材を通して働かせたい視 振り返る活動の充実 の実践に向けて
点「健康・快適・安全」 実践を通して感じた疑問を取 新たな問題意識 関連内容の統合

の共有を図ります。 り上げ，知識を相互に関連させ をもたせ，主体
ることで「健康・快適・安全」だけでな 的に計画立案で

市販の用具や住宅用

視点の意識付け
く，環境面などの視点からも振り返るこ きるようにしま

洗剤に頼るだけでなく，

今後，課題の解決に向 とができるようにします。また，掃除中 す。
環境への配慮から，使

けて見通しをもったり， の様子を記録させたり，タブレット端末
い終わった物を効果的

個や集団で検討したりす 等で掃除前後の状態を撮影させたりする
に利用した掃除に着目させるなど

る場面で，常に共有した など取組状況を可視化することで，児童
「持続可能な社会の構築」の視点

視点に立ち返るよう意識 が客観的に評価し，改善すべき点がない
をもたせることで，身近な家庭生

付けを図ります。 か検討できるようにします。
活と環境との関わりを実感できる
ようにします。

※本資料は小学校家庭での活用を想定していますが，中学校家庭分野でも活用できます。
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一連の学習過程を通して，家庭と連携を図りながら学校で身に付けた知識や技能を家庭で実践できるようにし
たり，学びを深めるために他の内容と関連させながら，生活を営むための工夫について検討させたりすること
で，学習内容の充実を図りましょう。

家庭，技術・家庭

体育，保健体育 健康への関心を高め，自らの健康課題を解決する保健領域の授業づくり

小学校第６学年 Ｇ 保健（３）病気の予防(ｳ)「生活行動が主な要因となって起こる病気の予防」の授業例（全２時間）

本時のねらい 生活習慣病など生活行動が主な要因となって起こる病気の予防には，全身を使った運動を日常的に
行うことや，偏った食事や間食を避けたり，口腔の衛生を保ったりするなど，健康によい生活習慣を
身に付ける必要があることを理解できるようにする。（○は学習活動，◎は指導のポイント）

意見交流

○各自で考えた意見を出し合う。
出された意見をＹチャートに
まとめ，どのような生活行動
をすると病気を予防できるの
かを，グループで話し合う。

◎全体で意見を発表し合い，共有できるようにする。
〈例〉・休みの日は体つくり運動で行ったなわ跳びをする。

・家庭科でジュースには砂糖が多く入っていると学
んだので，飲んだ後にも歯みがきをするとよい。

・寝る前にストレッチをして血液の流れをよくする。

３ 話合い活動

食事 口腔衛生

運動

○運動・食事・口腔衛生を視点として，アンケート結果を
参考にしながら現在の自分の生活行動を振り返り，将来
の自分の健康について考える。

◎現在の自分の生活行動を振り返ったり，考えをまとめた
りしやすいように学習シートを準備する。

〈例〉・肉は好きだけど野菜が嫌いであまり食べないので
将来肥満や血管の病気になるかもしれない。

・食事の後の歯みがきはしているけれど，お菓子を
食べた後には歯みがきをしていないので，むし歯
が増えているかもしれない。

２ 課題の追求

○話合いを生かし，病気の要因や予防方法をまとめる。
◎運動や食事などのキーワードを活用し，健康によい生活

習慣を身に付ける必要があることに着目させながら，こ
れまでの自分の生活を振り返り，本時の学習で学んだこ
とやこれから取り組みたいことを記述させる。

【おおむね満足できる状況と判断できる児童の記入例】
僕は甘い物が好きだけど，糖分はお菓子からではなく，な
るべく果物からとりたいと思った。ジュースを飲んだ後に
きちんと歯みがきをしたり，休みの日に家でなわ跳びをし
たりして生活習慣病にならないように生活していきたい。

４ まとめと振り返り

○自分たちが生活習慣病につながるような生活をしてい
ないか，事前にとった生活習慣に関するアンケート結
果から課題を見付ける。

◎心臓病や脳卒中などの病気がどのようにして起こるの
か，教科書や学習資料を活用して考えさせ，子どもの
頃からの生活行動が関わっていることを認識させる。

１ 課題提示

小学校の保健領域においては，児童が生涯にわたって正しい健康情報を選択したり，健康に関する課題を適切に解
決したりできるようにすることが求められています。特に身近な生活における健康・安全に関する基礎的・基本的な
内容については，運動領域と関連させながら，日常的な実践に結び付けるように理解を図ることが大切です。

「体つくり運動」をはじめ各種運動領域の内容と，「心の健康」と健康，「病気の予防」と運動の効果など，保健
領域の内容を関連して指導し，学習したことを基に日常的に運動に親しむなど，自らの健康を意識させることが大
切です。体育の年間指導計画を立てる際には，運動領域と保健領域を関連付けて，より効果的な指導が行われるよ
うに作成しましょう。

【学習課題】
将来，自分が病気にならないために，どん

な生活行動をしていけばよいだろうか。

健康への関心を高め，自らの健康課題を解決する保健領域の授業づくり

生活をよりよくしようと工夫する資質・能力の育成を目指す題材構想のポイント
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